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ハロウィンが終わると、 は早くもXmasモ
ード突入。例年この時期になると、ディズニ
ーリゾートやあちこちで 催されるXmasイベ
ントのテレビ が やかになってきます。
本当に…今年もあっという です。

ところで、この「今年もあっという 」という …年取
ったなぁって感じませんか？矢のように時镔が透ぎていきま
す。やはり、時镔の锸さは年鼣に反比例するようです。
そして、「歳」と见えば、最辒急激に使用韼度の多くなっ

た见萊が「どっこいしょ」…。立ち上がる度に無意謙に出て
しまいます。一詭によれば、人镔は息を吸うより吐くときの
方が力が入るのだそうで、歳を取って筋力が蠱えてくると、
今まで何でもなく出来たことが簡単にできなくなってくる。
気合いが必襂になってくる觴です。そこで、思わず…「どっ
こいしょ」…と気合の一声が漏れるのでしょう。
この先、益々リミッターを外さないと体が動かせなくなる

年鼣。どこかで「どっこいしょ」を耟いたら、本人なりに韒
張ってる觽拠だと、…笑って襌迄してやってください。(^^;

～～２学期中間テスト終了～～
新人戦が終わり、校内マラソン大会を間近

に控えた１０月１９日(月)、２学期の中間テ

ストが行われました。子どもたちは、何かと

ハードな日程の中、真剣な姿勢で中間テスト

に臨むことができました。

テストは、「今の自分の頑張り」を計る物

差し。今回のテスト結果をしっかりと分析し、

今の自分は何が出来てor何が足りないのか…これからの授業や今

月末に迫った期末テストなどへつなげて欲しいと思います。

心地よい秋風と湖面に紅葉が映える１０月２１日、６３回

目を数える伝統の「校内マラソン大会」が実施されました。

大会には、高村村長様のご臨席を始め、当日の運営に当た

っては、教育委員会、警察、安協、消防団、本校ＰＴＡ理事

等々、実にたくさんの皆様のご協力をいただき、安全に配慮

したスムーズな大会運営を行うことができました。本紙面を

お借りして、心より御礼申し上げます。

子どもたちも、こうした様々なご支援に応え、沿道での声

援を励みに、１３２名の参加者全員が無事に完走することが

できました。走り終わった子どもたちは、14.4㎞を走り終え

た喜びと充実感に顔を紅潮させながら、お互いの頑張りを讃

え合っていました。

【男子入賞者】 【女子入賞者】
順位 学級 名 前 順位 学級 名 前

椙浦 元貴 杉浦 優香
１位 ２Ａ １位 ２Ａ

(１°００′３９″) (１°１２′０５″)

２位 ３Ａ 日下部 隼人 ２位 １Ａ 槌屋 華音

３位 ２Ｂ 佐藤 聡太 ３位 ２Ａ 長田 凜

４位 ２Ｂ 赤田 隼汰 ４位 １Ｂ 天野 真歩

５位 ２Ｂ 槌屋 光太郎 ５位 １Ａ 天野 さくら

６位 ２Ｂ 片山 凌 ６位 １Ａ 長田 純麗

７位 ３Ｂ 長田 德宗 ７位 １Ａ 石橋 未希

８位 ３Ａ 椙浦 大介 ８位 １Ｂ 長田 夏実

９位 １Ａ 天野 拓珠 ９位 ２Ｂ 長田 諭美

10位 １Ｂ 羽田 真洸 10位 １Ｂ 高村 茉似

１０月２４日(土)

新人戦野球県大会

１０月２４日(土)山日ＹＢＳ球場を舞台に、新人戦野球県

大会が行われました。南都留支部代表の名誉を背負っての対

戦相手は石和中。部員１０名という山中健児の闘いは本当に

見事でした！双方互角の力の中、あと一歩のところで敗れ去

ってしまいましたが、最終回に奪った

意地の１点は、来春につながる大きな

得点でした。２時間半の死闘の中で「敗

れて悔いなし！」と言って差し支えな

い山中健児でした。選手に拍手！！

１０月２６日(月)、山中湖村出

身で本校卒業生でもある太神楽曲

芸師：鏡味味千代さんを始め、落

語芸術協会(桂歌丸会長)から落語

家さんやお囃子の面々５名をお招

きし、「山中湖寄席」と題した芸

術鑑賞会を開催しました。

当日は、広く地域の皆様や保護者の方

々にも会にご参加いただき、大人も子ど

もも一緒になって本格的な寄席の雰囲気

を堪能し、会場は終始笑い声に包まれる

楽しい芸術鑑賞会になりました。

冒頭では、生徒の代表による小咄の

披露や出囃子の実演コーナーなどもあ

り、滅多にない貴重な体験の場となり

ました。今回の会開催にご協力いただ

いた皆様方に心から感謝いたします。


